




















れている（Bowlby, 1973; Harlow & Mears, 1979）。
しかし、幼少期を過ぎると親子間での身体接触の
量は減少していき、思春期以降でこの減少は明確






































































































































































































得点の差を  t 検定によって検討したところ、両者
に有意な差は見られなかった（t［252］＝－.54、
 p ＞ .10）。一方、性交経験の有無による父親に対
する接触回避得点の差については有意であり




れなかった（ r ＝.096， p ＞ .10，n＝254）。性交対
象者数と接触回避得点については、全回答者を対
象にした場合には有意な相関は認められなかった
が（ r ＝－.059， p ＞.10，n＝254）、性交経験があ
る回答者に限定した場合は、正の相関が有意傾向





















恋愛経験あり 86.4％ 86.7％ 78.3％
性交経験あり 30.5％ 46.7％ 4.3％
表2　恋愛・性交経験と父親に対する接触回避得点平均値（　）内は標準偏差
恋愛経験あり 恋愛経験なし 性交経験あり 性交経験なし





































尊敬 4.62（1.90） 3.47（2.17） 4.52（1.90）
愛情 4.49（1.87） 4.20（2.27） 4.87（1.71）
軽蔑 2.77（1.92） 3.53（2.23） 2.35（1.72）
嫌悪 2.81（1.94） 3.53（2.23） 2.57（1.78）
表5　父親に対する接触回避得点および父親への4つの対人感情間の相関
尊敬 愛情 軽蔑 嫌悪
接触回避得点 － .477＊＊ －.546＊＊ 　.512＊＊ 　.569＊＊
尊敬 　.751＊＊ －.646＊＊ －.609＊＊




恋愛経験あり 恋愛経験なし 性交経験あり 性交経験なし
尊敬 4.60（1.90） 4.26（2.05） 4.42（1.99） 4.60（1.90）
愛情 4.55（1.90） 4.34（1.74） 4.66（1.93） 4.46（1.85）
軽蔑 2.76（1.92） 2.87（1.95） 2.68（1.88） 2.82（1.94）


















































ない（Rosario, Schrimshaw, & Braun, 2006; Berona, 
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